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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・4/26（木）奨励金支給。印鑑持参する事（シャチハタ不可）。

・4/25（水）～27（金）金田康佳PSWがローテーション研修予定。

＜食事発注について＞

・発注画面の記載者欄をデイケア・デイナイトケア・ナイトケアと３つに分けるので入力をする。

・責任の所在を明確にしておく為、発注に変更があった際は入力者へ伝え、勝手に個数の変更をしないようにする。

・発注したら、食事注文票の記載の欄に、赤ペンで赤丸またはチェックを付ける。（発注が終わった事の目印となり、注文時間終了後に記載した利用者様がいないか注文状況が把握できる。）

・食事発注後のキャンセルは出来ないことを周知。

＜業務改善＞

各担当者が作業状況の把握や確認を行う為、ミーティング時間を設けていく。

　　プログラム班：毎週金曜日16：00～16：30

　　パス・書式班：毎週水曜日16：00～16：30

　　環境整備班　：必要時要請

○プログラム検討

・今年度の各プログラム担当の振り分けを行なう。

ストレス緩和⇒小島　　　健康管理⇒中村　　　運動･体重管理⇒上野

他は昨年度と同じ担当となる。

・６月テキストの提出は5/15(火)まで。

・園芸プログラム企画書の決裁がおりた為準備を進めていく。（北病棟が1/4区画を使用）

・今週中に疾患別プログラムに関する情報収集を行なう。

○パス・書式検討

・担当スタッフがＩＣＦの勉強をするところから進めていく。

○治療環境整備

・浴槽蛇口よりサビが出る為、その部分にネットをつけて対応中。

・パーテンションゴム部分の修理伝票を提出中。

・暖かくなってきた為、昨日より床暖房の設定を切っている。

＜事例検討＞

青木　紀子　様（32）

【担当医】川端Dr　　　【担当スタッフ】松川

【主病名】統合失調症　【既往歴】なし
【入院歴】①平成21年１1月2日～平成22年2月19日　青南病院（幻聴・自責的）

　　　　　②平成22年4月29日～平成22年4月30日　青南病院（幻聴）

　　　　　③平成22年5月5日～平成22年10月18日　青南病院（苛々、焦燥・不安・希死念慮）

【治療歴】あり　デイケア利用、外来診療、内服

検討事項

疾患別診療計画立案
長期目標
単身生活を考えているためデイケアを利用し日常生活リズムを整える。

中期目標
①単身生活をする為に何が必要か検討する。

②精神症状の変化をスタッフに相談する。

③体重増加しないようにする。

短期目標

①身だしなみを整えにデイケアに来所する。

②精神症状の変化を主治医へどのように伝えたらよいか、スタッフからアドバイスをしてもらう。

③運動プログラムのでは体を大きく動かし取り組む。

治療計画

①来所前に身だしなみが整っているか確認し出来ていない時は身だしなみについてアドバイスする。

②精神症状の変化を上手く伝える事ができない様子が窺える為、体調確認し現在の状態を主治医へどのように伝えると良いかアドバイスする。

③体重増加防止の為、運動を促していく。動きが小さい時は大きく動かすよう促す。

④デイケアに遅刻しないよう１日のスケジュールを立て行動する。

現状
・特定男性メンバーの事での相談が多い（服薬調整・妊娠の可能性等）。

・身だしなみは改善傾向であるが、ズボンのファスナーが開いている事がある。

・動きが鈍い。注意力不足。

・感情の起伏がない。

・イライラ感、焦燥感が再び出てきている。

・自分がする事が他の人に迷惑になるのでは、と自責的な所がある。

・服薬は青山荘スタッフの確認を受けて行なっているが、服薬間違いがあった。

　　　　　　⇒全てが自己管理になれば服薬ミスの可能性ある。

今後について
・精神症状の変化を上手く伝える事ができない（「言ってもどうにもならない」と言う事がある。）為、現在の状態を主治医へどのように伝えると良いかアドバイスする。

・単身生活を考えているのであれば、単身生活でのスケジュール立案が必要。

・短期目標①に④を追加し目標を変更

1 みだしなみを整えて、時間に間に合うようにデイケアに来所する。

＜利用者様情報＞

・宮　陽子　様～本日利用日であるが定時来所せず、本人より連絡もない。時間をおきながら連絡するが繋がらず、関係部署へも確認を行なっている。兄様へ連絡し自宅へ確認に行ってもらえるとの事だが、現時点で連絡は入っていない。午後も引き続き所在確認を行なっていく。

・鈴木恵美子様～昨日、足痛を理由にデイケアを欠席される。娘様の体調が悪く急遽、娘様宅へ一泊する事になったとの事。既に本人様は外出中で夕食後薬のみ持参しており、翌朝食後薬を持参していない為どう対応したらよいかと問い合わせがあるが、途中で電話が切れ所在確認できずにいる。自宅へ連絡し、本人様から連絡があった際には、自宅へ薬を取りに戻るか、翌朝処方してもらい服薬を行うよう伝えて頂きたい事を説明している。夕方、本人様より連絡あり、薬は持っていたとの事で服用出来ている。

・新堂　寿子様～4/27(金)デイケア利用する予定だが、家では散歩し過ごし膝の調子が悪い為、

エアロビには参加せず、３Ｆでエアロバイクを行ないたいと希望される。

・北村　奈美様～本日利用日であるが本人より連絡がない為連絡すると、元気な声で対応してい

る。主治医より日中の活動を勧められ５月から青山荘（週１回土曜日）利用す

る予定。

・下町サン子様～「吐気がする」と訴える。バイタル異常なく、水の飲みすぎは見られない。昼食は全量摂取し、おかわりもしている。

・高橋　洋子様～身体不調が続き下長内科を受診。ビタミンＣ不足と言われたとの事。薬事情報持参していない為、明日持参するとの事。

・岩城　敏夫様～来所後、表情が硬い。声かけに「入院したい。スタッフとメンバーは口ばっかりだ。」、「ラジオのアンテナが切れてる。だからここに居たくない。」と訴える。訴えを傾聴し対応している。

・村上　元道様～ナイトケアの利用時間が長くなってから、うみねこ幸房は遅刻していると話す。休む時間を調整して様子を見るように説明している。遅刻が続くようであれば、来週からナイトケアの利用の仕方を考えるとのこと。

